
新
年
の
ご
挨
拶

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
隊
友
会
東
播
支
部

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
清
々

し
い
気
持
ち
で
令
和
６
年
の
初
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
中
の
支

部
活
動
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
と

ご
協
力
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類

に
移
行
し
た
こ
と
も
あ
り
５
月
以

降
は
社
会
活
動
の
制
限
が
少
な
く

な
っ
て
人
の
動
き
が
活
発
化
し
て

明
る
さ
を
取
り
戻
せ
た
年
で
し
た
。

支
部
活
動
へ
の
制
限
も
な
く
な
り

計
画
通
り
に
行
事
を
行
う
こ
と
が

出
来
て
満
足
な
結
果
を
残
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

一
方
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
の
影
響
に
よ
り
世
界
で

食
糧
事
情
が
悪
化
し
た
り
天
然
ガ

ス
や
石
油
な
ど
の
価
格
が
高
騰
し

て
、
そ
の
影
響
は
我
々
の
生
活
に

も
及
ん
で
い
ま
す
し
、
事
態
は
長

期
化
の
様
相
を
呈
し
て
き
て
い
ま

す
の
で
短
期
間
で
の
改
善
は
期
待

で
き
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ハ
マ
ス
の
奇
襲
か
ら
始

ま
っ
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地

区
へ
の
侵
攻
や
そ
れ
に
反
発
す
る

中
東
諸
国
の
動
き
や
フ
ー
シ
派
に

よ
る
商
船
へ
の
攻
撃
な
ど
目
が
離

せ
な
い
状
況
も
続
い
て
い
て
我
が

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
達
や
商
業
活

動
へ
の
影
響
も
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
更
に
我
が
国
周
辺
で
は
中

国
の
台
湾
に
対
す
る
妥
協
の
な
い

強
硬
姿
勢
か
ら
も
緊
張
の
高
ま
り

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
昨
今
で
す
。

こ
の
様
な
情
勢
の
中
、
一
昨
年

に
制
定
さ
れ
た
安
保
３
文
書
に
基

づ
く
防
衛
力
の
強
化
策
は
少
し
ず

つ
具
体
化
・
実
行
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

今
年
は
近
隣
の
姫
路
駐
屯
地
の
特

科
部
隊
の
改
編
や
青
野
原
駐
屯
地

の
第
８
高
射
特
科
群
の
改
編
も
あ

る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
す
。
我
々

隊
友
会
支
部
と
し
て
も
協
力
で
き

る
と
こ
ろ
は
体
制
を
整
え
て
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
感
じ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
・
環
境
変
化

の
中
で
す
が
、
東
播
支
部
は
今
年

も
会
員
相
互
の
親
睦
・
連
携
の
継

続
・
拡
充
を
第
一
と
し
な
が
ら
、

部
隊
と
現
職
隊
員
へ
の
協
力
・
支

援
事
業
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
諸
活

動
の
検
討
・
改
善
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
兵

庫
県
隊
友
会
が
家
族
支
援
に
関
し

て
部
隊
と
の
協
定
を
準
備
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
そ
れ
の
具

体
化
や
東
播
支
部
と
し
て
の
体
制

作
り
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
も
会
員
の
皆
様
の
積
極
的

な
支
部
活
動
へ
の
ご
参
加
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
最
後
に
、

ご
家
族
の
皆
様
を
含
め
て
の
本
年

一
年
間
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈

念
し
ま
し
て
新
年
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
。東

播
支
部
長

石
田

真
一

東
播
支
部
で
は
例
年
秋
に
歴
史

ウ
ォ
ー
ク
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
加
東
市
担
当
と
い
う
こ
と

で
、
久
々
に
三
木
市
広
域
防
災
セ

ン
タ
ー
で
防
災
体
験
学
習
を
受
講

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
石
田
支
部

長
以
下
会
員
と
２
家
族
20
名
の
他
、

県
隊
友
会
事
務
局
及
び
近
隣
支
部

か
ら
３
名
、
現
職
自
衛
官
親
子
１
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組
の
計
28
名
に
な
り
ま
し
た
。

三
木
市
防
災
セ
ン
タ
ー
は
阪
神
・

淡
路
大
震
災
後
、
防
災
拠
点
と
し

て
整
備
さ
れ
た
施
設
で
す
が
県
民

へ
の
防
災
研
修
、
自
主
防
災
組
織

等
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
（
防
災
士
）
、

救
援
物
資
・
救
助
資
機
材
の
備
蓄
、

E
ー
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
な
ど
役
割
が

あ
り
ま
す
。
新
会
員
も
増
え
た
事

と
各
地
で
起
こ
る
災
害
の
多
発
に
、

今
一
度
防
災
意
識
を
高
め
備
え
る

こ
と
を
考
え
て
計
画
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
防
災
体
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
防
災
講
和
、
体
験
学
習
（
煙

避
難
・
ロ
ー
プ
結
索
）
、
備
蓄
倉

庫
見
学
で
約
2
時
間
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
残
念
だ
っ
た
の
が
地
震

体
験
で
震
度
を
体
験
で
き
る
車
が

あ
り
ま
す
が
出
払
っ
て
い
て
体
験

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
木
防
災

セ
ン
タ
ー
は
大
規
模
災
害
が
起
こ
っ

た
際
の
物
流
基
地
の
役
割
も
あ
り

そ
の
際
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必

要
と
聞
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん

の
自
治
会
で
も
研
修
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
日
の
11

月
５
日
は
津
波
の
日

に
な
っ
て
い
ま
す
が
東
播
支
部
は

縦
に
長
い
支
部
で
加
古
川
市
は
南

海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
津

波
が
来
ま
す
。
豪
雨
に
よ
る
加
古

川
水
系
の
氾
濫
、
地
震
に
よ
る
た

め
池
・
家
屋
等
の
倒
壊
、
道
路
の

ひ
び
割
れ
に
よ
る
交
通
の
分
断
等

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
こ
れ
に
つ
い
て
実
際
に
家
族

で
見
に
行
か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？
各
地
区
の
防
災
訓
練
で
避

難
場
所
に
行
く
に
し
て
も
た
だ
歩

い
て
い
ま
せ
ん
か
？
倒
壊
し
た
ら

道
路
は
半
分
し
か
使
え
ま
せ
ん
、

車
も
通
り
ま
す
。
ご
家
族
と
い
ろ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
災
害
に

備
え
る
事
の
大
切
さ
や
自
分
自
身

何
が
出
来
る
か
を
考
え
る
事
を
話

し
合
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

理
事
役

鈴
木
栄
一
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隊
友
会
東
播
支
部
石
田
真
一
支
部

長
以
下
22
名
の
会
員
の
他
、
青
野
原

駐
屯
地
か
ら
池
田
曹
友
会
長
及
び
小

田
２
曹
に
参
加
し
て
頂
き
東
加
古
川

駅
南
東
に
あ
る
割
烹
「
辨
慶
」
に
お

い
て
、
今
年
１
年
間
の
支
部
が
行
う

計
画
行
事
及
び
駐
屯
地
が
行
う
諸
行

事
に
参
加
し
た
会
員
の
慰
労
と
今
後

開
催
さ
れ
る
諸
行
事
に
対
し
て
新
た

な
気
持
ち
で
臨
め
る
よ
う
忘
年
会
を

行
い
ま
し
た
。

支
部
行
事
と
し
て
は
、
５
月
に
植

付
し
10
月
に
青
野
原
駐
屯
地
の
隊
員
・

家
族
の
参
加
を
募
っ
て
行
う
サ
ツ
マ

イ
モ
の
収
穫
祭
、
７
月
下
旬
に
行
う

青
野
ヶ
原
演
習
場
南
廠
舎
近
傍
と
演

習
場
内
に
あ
る
慰
霊
碑
の
清
掃
及
び

慰
霊
行
事
、
加
西
市
鶉
野
町
に
あ
る

姫
路
海
軍
航
空
隊
跡
地
の
元
慰
霊
碑

周
り
の
清
掃
及
び
慰
霊
行
事
、
11
月

初
旬
に
は
三
木
市
に
あ
る
兵
庫
県
総

合
防
災
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
防
災
研

修
の
他
、
青
野
原
駐
屯
地
が
行
う
行

事
と
し
て
、
記
念
行
事
へ
の
参
加
、

新
隊
員
前
期
課
程
の
入
隊
式
及
び
修

了
式
、
新
隊
員
後
期
課
程
の
修
了
式
、

盆
踊
り
大
会
へ
の
参
加
な
ど
各
行
事

の
苦
労
と
達
成
感
や
反
省
点
が
話
題

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
忘
年
会
に
は
９
月

定
年
退
官
し
た
永
野
会
員
の
ほ
か
、

忘
年
会
に
初
め
て
参
加
す
る
久
保
会

員
も
盛
り
上
げ
役
に
徹
し
て
く
れ
ま

し
た
。

我
が
東
播
支
部
は
支
部
長
以
下
の

会
員
が
一
致
団
結
し
て
物
事
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
県
内
各
支
部
に
負
け

な
い
活
動
が
出
来
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
１
年
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
行
事
と
し
て
１
２
月
に
小

野
市
で
開
催
さ
れ
る
小
野
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
支
援
や
駐
屯
地
が
行
う

年
末
行
事
、
新
春
互
礼
会
等
が
残
さ

れ
て
お
り
、
理
事
役
や
会
員
が
支
援
・

参
加
し
て
大
会
や
各
種
行
事
を
成
功

に
導
け
る
こ
と
を
誓
っ
て
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

事
務
局
長

細
貝
寛
徳

隊
友
会
東
播
支
部
は
、
地
域
事
業

を
積
極
的
に
支
援
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
２
０
２
３
年
12
月
３
日
に
行

わ
れ
た
小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
石

田
支
部
長
他
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
支
部
会
員
の
支
援
任
務
は
、

ラ
ン
ナ
ー
の
ス
タ
ー
ト
招
集
・
誘
導
・

発
着
管
理
と
ゴ
ー
ル
周
辺
の
コ
ー
ス

へ
の
応
援
者
侵
入
防
止
な
ど
で
昨
年

と
ほ
ぼ
同
様
の
支
援
内
容
で
し
た
。

大
会
会
長
が
赤
星
氏
に
な
っ
た
こ
と

で
運
営
方
法
も
変
わ
り
、
知
ら
さ
れ

て
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
臨

機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

昨
年
よ
り
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
参
加

者
が
五
百
名
程
度
増
え
ま
し
た
。
こ

れ
は
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
や
オ
リ
ッ
ク

ス
の
優
勝
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー

ム
の
現
役
選
手
の
参
加
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
ラ
ン
ナ
ー
招
集
時
は
曇
っ

て
い
ま
し
た
が
ス
タ
ー
ト
時
に
は
晴

れ
間
に
な
り
、
12
時
過
ぎ
か
ら
は
風

も
で
ま
し
た
が
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日

和
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
会
員
は
８
時
20
分
に
集
合
し

て
市
役
所
担
当
者
に
よ
る
説
明
を
受

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
場
所
に
移
動
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し
て
支
援
を
行
い
、
12
時
30
分
の
支

援
終
了
ま
で
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
、
ラ

ン
ナ
ー
の
ゴ
ー
ル
以
降
の
誘
導
と
ラ

ン
ナ
ー
の
応
援
を
行
い
、
終
始
立
ち

続
け
の
支
援
を
終
わ
る
頃
に
は
結
構

疲
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

支
援
者
の

高
齢
化
も
あ
り
、
今
後
は
若
い
会
員

の
参
加
を
促
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

理
事
役

鈴
木
栄
一

昨
年
、
12
月
8
日
か
ら
12
月
12
日

ま
で
の
間
、
青
野
原
駐
屯
地
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た
第
１
回
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
に
お
い
て
、
訓
練
参
加
中

の
原
田
理
事
役
が
、
隊
友
会
東
播
支

部
を
代
表
し
て
訓
練
参
加
者
に
対
し

「
激
励
品
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

11
月
５
日

三
木
市
防
災
セ
ン
タ
ー
研
修

支
部
長
以
下
28
名
参
加

11
月
18
日

忘
年
会(

加
古
川
弁
慶
）

支
部
長
以
下
22
名
参
加

11
月
25
日

東
播
支
部
理
事
役
会

支
部
長
以
下
19
名
参
加

12
月
3
日

小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
支
援

支
部
長
以
下
16
名
参
加

12
月
8
日
～
12
日

♯
1
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
激
励

（
訓
練
参
加
者
へ
の
激
励
品

を
原
田
理
事
役
に
預
託
）

12
月
10
日

県
理
事
役
会

鈴
木
理
事
役
参
加

12
月
22
日

駐
屯
地
年
末
行
事

支
部
長
参
加

1
月
16
日

新
春
互
礼
会

1
月
19
日
～
23
日

♯
2
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
激
励

1
月
27
日

東
播
支
部
理
事
役
会

3
月
下
旬

東
播
支
部
理
事
役
会

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
40
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

中
谷

忠
資
（
三
木
市
）

第
41
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

久
保

清
和
（
多
可
郡
）
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支援者によるブリーフィング

ゴール付近での支援風景任務を完遂後の集合写真

支
部
の
活
動
実
績

支
部
の
活
動
予
定

激励品
激
励
品
の
贈
呈

【
受

章
】

編
集
後
記

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
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ろ
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願
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ま
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令
和
６
年
も
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部
会
員
一
丸
と
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、
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ま
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う
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、
皆
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ら
の
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の
ご
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力
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に
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種
多
様
な
投
稿
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
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